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學
専
門
學
校
入
學
願
書
用
紙
」
も
「
来
歴
」

と
し
て
は
別
段
問
題
に
な
る
所
は
此
無
と

判
断
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
内
的
批
判
」
に
つ
い
て
は
、

先
ず
当
該
「
日
本
大
學
専
門
學
校
入
學
願

書
用
紙
」
が
時
期
的
に
は
、
何
時
頃
の
も

の
で
あ
る
か
を
詮
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
正
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
「
日

本
大
學
専
門
學
校
」
は
、
平
成
二
十
九
年

三
月
二
十
七
日
の
勉
強
会
で
報
告
し
た
通

り
、
発
見
し
た
公
文
書
に
立
脚
す
れ
ば
、

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
「
日
本
大

學
大
阪
専
門
學
校
」
へ
の
改
称
が
認
可
さ

れ
て
い
る
。
小
野
村
胤
敏
先
生
は
、
平
成

三
十
年
六
月
二
十
九
日
の
勉
強
会
で
報
告

し
た
通
り
、
前
掲
の
「
小
野
村
胤
敏
氏
関

係　

日
本
大
学
（
大
阪
）
専
門
学
校　

１
」

フ
ァ
イ
ル
で
発
見
し
た
史
料
に
立
脚
す
れ

ば
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
「
日
本
大
學
専

門
學
校
校
長
」に
就
任
さ
れ
て
い
る
。依
っ

て
、
こ
の
「
日
本
大
學
専
門
學
校
入
學
願

書
用
紙
」
は
昭
和
十
年
十
一
月
以
降
昭
和

十
四
年
三
月
迄
の
も
の
で
あ
る
と
、
言
え

よ
う
。

　

昭
和
戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
の
「
入

學
願
書
用
紙
」
の
現
存
例
は
寡
聞
に
し
て

之
を
知
ら
ず
、
斯
か
る
意
味
か
ら
も
、
当

該
史
料
は
恂
に
貴
重
で
あ
る
と
謂
う
べ
き

で
あ
る
。

　

内
容
的
に
は
種
々
指
摘
す
べ
き
点
は
あ

る
が
、
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
入
學

願
」
の
文
言
が
、
こ
の
時
期
に
於
い
て
も

「
私
儀
御
校
ヘ
入
學
志
願
ニ
付
試
驗
ノ
上

入
學
許
可
相
成
度
此
段
及
御
願
候
也
」
と

い
う
大
時
代
的
な
も
の
で
あ
る
点
で
あ

る
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
、「
希
望
試
驗

　

そ
こ
に
有
る
「
十
一
年
三
月
」
の
「
卒

業
者
數
」の「
第
一
部
法
律
科
」の「
一
九
」

と
「
第
一
部
商
科
」
の
「
三
七
」
が
、
関

西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
史
料
の
「
昭
和

十
一
年
三
月
卒
業
見
込
者
名
簿
」
の
「
商

科　

参
拾
八
名
」「
法
律
科　

拾
九
名
」

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、「
商

科　

参
拾
八
名
」「
卒
業
見
込
者
」
中
の

一
名
が
卒
業
出
来
ず
「
三
七
」
名
に
な
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
卒
業
出
来
な

か
っ
た
一
名
は
、
現
段
階
で
は
特
定
出
来

な
い
。

　

斯
く
の
如
く
、
発
見
し
た
一
次
史
料
を

厳
密
に
史
学
理
論
に
則
り
徹
底
し
て
解
析

す
る
事
に
よ
っ
て
、
甫
て
客
観
的
な
歴
史

像
が
明
確
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

第
十
一
回
（
通
算
第
二
十
回
）
勉
強
会

（
令
和
元
年
六
月
七
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
①

　

関
西
大
学
百
年
史
編
纂
室
所
蔵
「
小
野

村
胤
敏
氏
関
係　

日
本
大
学
（
大
阪
）
専

門
学
校　

１
」
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
「
日
本

大
學
専
門
學
校
入
學
願
書
用
紙
」
と
題
す

る
刮
目
す
べ
き
史
料
を
見
出
し
た
。
縦
書

き
で
、
サ
イ
ズ
は
縦
約
二
十
六
・
五
セ
ン

チ
・
横
約
十
八
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　

史
学
理
論
に
則
り
、先
ず
、「
来
歴
批
判
」

で
あ
る
が
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
収
録
の
総
て

の
史
料
は
、
前
身
の
専
門
學
校
の
校
長
等

を
務
め
ら
れ
た
小
野
村
胤
敏
先
生
の
御
子

孫
か
ら
関
西
大
学
関
係
者
が
採
取
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
当
該
「
日
本
大

場
」
欄
に
「
大
阪
」
と
並
ん
で
「
廣
島
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
平
成
三

十
一
年
三
月
二
十
日
の
勉
強
会
で
、
前
掲

の「
小
野
村
胤
敏
氏
関
係　

日
本
大
学（
大

阪
）
専
門
學
校　

１
」
フ
ァ
イ
ル
収
録
の

日
本
大
學
専
門
學
校
「
昭
和
十
一
年
三
月

卒
業
見
込
者
名
簿
」
の
緻
密
な
分
析
の
結

果
、
中
途
退
学
率
が
非
常
に
高
か
っ
た
事
、

「
卒
業
見
込
者
」
五
十
七
名
が
、
北
海
道

出
身
者
二
名
を
例
外
と
す
れ
ば
、
他
は
大

略
西
日
本
の
府
県
出
身
で
あ
り
、
当
時
の

日
本
大
學
と
所
謂
「
棲
み
分
け
」
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
事
を
報
告
し
た
。
斯
か

る
状
況
下
で
、
日
本
大
學
専
門
學
校
に
就

任
し
た
小
野
村
胤
敏
先
生
が
、
同
校
の
経

営
再
建
の
戦
略
か
ら
、「
試
驗
場
」
を
「
大

阪
」
以
外
に
設
け
た
と
判
断
さ
れ
、
こ
の

時
期
の
一
般
的
状
況
か
ら
す
れ
ば
、「
廣

島
」
は
絶
妙
の
選
択
で
あ
る
。
と
謂
う
の

は
、こ
の
時
期
に
於
い
て
、「
廣
島
」
は
「
軍

都
」
と
称
さ
れ
て
最
大
の
兵
站
拠
点
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
「
廣
島
」
は
海
上
交
通
や

鉄
道
を
中
心
と
し
た
陸
上
交
通
の
要
衝
と

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、「
廣
島
」

の
「
試
驗
場
」
が
如
何
な
る
場
所
乃
至

学
校
に
設
け
ら
れ
た
か
を
一
次
史
料
に

依
っ
て
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
り
、
そ
れ

が
果
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
処
に
取
り
上

げ
た
事
は
更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
②

　

前
身
校
の
日
本
大
學
専
門
學
校
が
大
正

十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
経
緯
に
関
し
て

は
、
採
取
し
得
た
各
種
の
一
次
史
料
に
立

脚
し
て
詳
細
且
つ
多
角
的
に
、
既
に
報
告

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
大
學
側

が
、
そ
の
後
、
同
専
門
學
校
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
、
経
営
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
た
か
を
示
す
、
決
定
的
に
重
要
な
一
次

史
料
を
発
見
し
て
解
読
し
た
の
で
、
詳
述

し
た
い
。

　

学
習
院
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
図
書

セ
ン
タ
ー
所
蔵「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」

に
「
大
阪
日
本
大
学
の
財
団
法
人
化
に
関

し
て
の
書
類
」
と
い
う
表
題
で
収
録
さ
れ

て
い
る
史
料
（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」

で
の
整
理
番
号F-I-67

）
で
あ
り
、
こ
の

「
書
類
」
と
は
次
の
二
点
の
史
料
か
ら
成

る
も
の
で
あ
る
。

　

⑴
表
に「
大
阪
財
團
決
議　

日
本
大
學
」

と
記
さ
れ
た
封
筒
（
縦
約
二
十
二
・
四
セ

ン
チ
、
横
約
九
セ
ン
チ
）
及
び
封
入
さ
れ

て
い
る
日
本
大
学
箋
（
縦
約
二
十
八
セ
ン

チ
、
横
約
三
十
九
・
九
セ
ン
チ
）
一
枚
の

が
用
い
ら
れ
た
毛
筆
書
き
文
書
で
あ
る
。

　

⑵
表
に
「
第
８
０
０
５
６
號　

昭
和
11

年
11
月
30
日
」・「
公
正
證
書　

大
阪
財
團

決
裁
」
と
あ
り
、
裏
に
は
「
大
阪
市
南
區

八
幡
町
九
番
地　

公
證
人　

竹
井
小
野
右

衛
門
役
場　

電
話
南
�
一
四
七
〇
番
・
三

四
五
七
番
」
と
印
刷
さ
れ
た
封
筒
（
縦
約

二
十
二
・
七
セ
ン
チ
、
横
約
十
六
・
七
セ

ン
チ
）
及
び
封
入
さ
れ
て
い
る
「
公
正
證

書
」（
表
紙
は
縦
約
二
十
八
・
七
セ
ン
チ
、

横
約
二
十
〇
・
五
セ
ン
チ
で
、
中
身
は
縦
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約
二
十
七
・
七
セ
ン
チ
、
横
約
十
九
・
七

セ
ン
チ
の「
大
阪
地
方
裁
判
所
管
内　
「
公

證
人
役
場
」
の
用
紙
七
丁
）
で
あ
る
。

　

⑴
及
び
⑵
の
封
筒
の
「
大
阪
財
團
」
の

文
字
と
⑴
の
文
書
の
文
字
は
同
一
人
物
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
来
歴
か
ら
も
山
岡
萬

之
助
先
生
の
直
筆
と
判
断
し
て
よ
い
と
想

わ
れ
る
。

　

⑴
の
文
書
の
「
起
案
」
欄
に
は
「
大
正

十
五
年
九
月
」と
だ
け
記
入
さ
れ
、「
理
事
」

　

ま
た
、
日
本
大
學
校
友
會
編
『
昭
和
三

年
六
月
現
在　

日
本
大
學
校
友
會
會
員
名

簿
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
）
で
は
、
總
長
は
平
沼

騏
一
郎
、
學
長
は
山
岡
萬
之
助
、
理
事
は

水
野
鍊
太
郎
、
鈴
木
喜
三
郎
、
川
口
義
久
、

荒
川
五
郎
、
佐
々
木
文
一
、
鹽
野
季
彦
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
決
裁
書
に

あ
る
花
押
は
「
鍊
」
と
読
め
る
こ
と
か

ら
水
野
鍊
太
郎
（
一
八
六
八

－

一
九
四

九
）
に
よ
る
も
の
、
平
沼 

印
は
平
沼
騏

欄
に
は
一
人
の
花
押
「
鍊
」、
五
人
の
押

印
、
即
ち 

平
沼
・
山
岡
・
鈴
木
・
鹽
野
・

義 

が
あ
る
。

　
『
日
本
法
政
新
誌
』
の
「
第
二
十
二
巻
第

一
號

−〈
大
正
十
四
年
一
月
號
〉

－

」
所

収
の
「
謹
賀
新
年　

日
本
大
學
」
と
題
す

る
年
頭
挨
拶
に
は
、
当
時
の
日
本
大
學
の

理
事
の
氏
名
が
、
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

一
郎
（
一
九
六
七

－

一
九
五
二
）
に
よ
る

も
の
、
山
岡 

印
は
山
岡
萬
之
助
（
一
八

七
六

－

一
九
六
八
）
に
よ
る
も
の
、
鈴
木 

印
は
鈴
木
喜
三
郎
（
一
八
六
七

－

一
九
四

〇
）
に
よ
る
も
の
、
鹽
野 
印
は
鹽
野
季

彦
（
一
八
八
〇

－

一
九
四
九
）
に
よ
る
も

の
、
義 

印
は
川
口
義
久
（
一
八
七
九

－

一
九
四
五
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
判

断
し
て
、
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
文
書
の
解
読
結
果
は
、
次
に
掲
げ

る
通
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
設
立
直
後
の
「
大
阪
日
本

大
學
」、
即
ち
日
本
大
學
専
門
學
校
に
対

す
る
山
岡
萬
之
助
先
生
を
中
心
と
す
る
当

時
の
日
本
大
學
側
の
冷
徹
な
経
営
・
運
営

方
針
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

要
点
は
次
の
様
に
な
ろ
う
。

⒤
「
特マ

マ

志
家
ノ
寄
附
勧
誘
」
に
よ
っ
て
専

門
學
校
は
設
立
済
で
中
學
校
は
設
立
予
定

で
あ
る
が
、「
寄
附
者
ヲ
財
団
ノ
関
係
者
」

と
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
本
大
學
」の「
維

持
員
」
や
「
評
議
員
」
と
す
る
の
は
「
適

當
」
で
は
な
い
。

ⅱ
独
立
し
た
「
財
團
」
に
為
し
て
、
斯
か

る
「
寄
附
者
」
を
そ
の
「
関
係
者
」
と
し

て
力
を
発
揮
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ⅲ
将
来
的
に
「「
大
阪
日
本
大
學
ノ
財
政
」

に
「
支
障
」
や
「
欠
損
」
を
生
じ
る
恐
れ

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
塁
」
が
「
本
學
」

に
及
ば
な
い
よ
う
に
別
の
「
財
團
」
に
す

べ
き
で
あ
る
。

ⅳ
「
経
理
」
の
面
で
は
「
大
阪
専
門
學
校
」

の
「
理
事
一
名
ハ
日
本
大
學
理
事
」
を
充

て
、「
教
務
」
の
面
で
は
日
本
大
學
「
総

長
及
學
長
」
を
「
大
阪
専
門
學
校
長
」
の

「
上
ニ
冠
セ
シ
メ
」「
両
者
ノ
関
係
ヲ
保
持
」

す
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
こ
で
、
殊
に
重
要
な
の
は
、
⒤
に
あ

る
「
寄
附
者
」
と
は
、
国
立
公
文
書
館
所

蔵
『
大
阪
専
門
學
校　

大
阪　

第
５
の
１

冊
』
の
第
一
文
書
で
あ
る
同
校
設
立
認
可

申
請
書
添
付
書
類
に
あ
る
、「
校
舎
建
設

費
」
と
し
て
「
参
万
七
阡
圓
」
を
寄
付
し

た
「
大
阪
市
西
區
土
佐
堀
通
壹
丁
目
八
番

地　

深
川
重
義
」
が
、
先
ず
も
っ
て
考
え

ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
⑵
の
「
公
正
證
書　

大
阪
財
團
決

裁
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
部
に

は
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
大
學　
　

理
事
總
長　
　

法　

學　

博　

士　
　

平
沼
騏
一
郎

　

日
本
大
學　
　

理
事
學
長　
　

法　

學　

博　

士　
　

山
岡
萬
之
助

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　

法　

學　

博　

士　
　

水
野
鍊
太
郎

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　

法　

學　

博　

士　
　

鈴
木
喜
三
郎

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　
マ
ス
タ
ー　

、
オ
ブ　

、
ア
ー
ツ

ド
ク
ト
ル　

、
オ
ブ　

、
ロ
ー　
　

川
口
義
久

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　

日
本
法
律
學
士　
　
　

荒
川
五
郎

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　

日
本
法
律
學
士　
　
　

佐
々
木
文
一

　

日
本
大
學　
　

理　
　

事　
　

法　

律　

學　

士　
　

鹽
野
季
彦

　
　
　
　
　
　

大
阪
日
本
大
學
財
團
ノ
件

　

大
阪
日
本
大
學
ハ
日
本
大
學
財
團
ノ
一
部
ト
シ
テ
経
営
シ

　

現
今
法
科
政
治
科
商
科
ヲ
有
シ
經
濟
ヲ
獨
立
シ
大
体
収

　

支
相
償
フ
状
況
ニ
在
リ
然
ル
處
諸
設
備
ハ
未
タ
完
成
セ
サ
ル
ハ
勿

　

論
明
年
度
ハ
新
ニ
中
學
ヲ
設
立
ス
ル
豫
定
ニ
シ
テ
夫
々
特マ
マ

志
家

　

ノ
寄
附
勧
誘
中
ニ
有
之
其
ノ
為
寄
附
者
ヲ
財
団
ノ
関
係
者

　

ト
為
ス
ノ
必
要
ヲ
認
ム
レ
ト
モ
之
ヲ
直
ニ
本
大
學
ノ
維
持
員
又
ハ
評

　

議
員
ト
為
ス
ハ
適
當
ニ
無
之
依
テ
財
團
ヲ
獨
立
セ
シ
メ
テ
之
カ
関
係

　

者
ト
為
シ
以
テ
相
當
ノ
力
ヲ
好
ン
テ
盡
力
セ
シ
ム
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
ス
加

　

フ
ニ
将
來
大
阪
日
本
大
學
ノ
財
政
ニ
支
障
ヲ
生
シ
欠
損
ヲ
生

　

ス
ル
事
ナ
シ
ト
謂
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
斯
ル
場
合
ニ
塁
ヲ
本
學
ニ
及

　

ホ
ス
患
ヲ
避
ケ
百
年
ノ
計
ヲ
樹
ツ
ル
ノ
要
ア
リ
旁
財
団
ヲ
別

　

異
ニ
ス
ル
ヲ
適
當
ト
ス
但
本
學
ト
ハ
常
ニ
聯
絡
ヲ
保
ツ
為
メ

　

経
理
上
理
事
一
名
ハ
日
本
大
學
理
事
ヲ
以
テ
シ
教
務
上
ニ
ハ

　

総
長
及
學
長
ヲ
大
阪
専
門
學
校
長
ノ
上
ニ
冠
セ
シ
メ
以
テ
両
者

　

ノ
関
係
ヲ
保
持
セ
ン
ト
ス
依
テ
右
案
ノ
通
決
定
可
致
候

　
　

大
阪
日
本
大
學
ヲ
獨
立
ノ
財
團
ト
為
ス
タ
メ
文
部
大
臣

　
　

ニ
申
請
ノ
手
續
ヲ
為
ス
事　
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よ
っ
て
設
立
・
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
「
昭
和
11
年
11
月
30
日
」
作
成
の

こ
の
「
公
正
證
書
」
の
表
題
に
「
教
育
ヲ

目
的
ト
ス
ル
財
團
法
人
設
立
ノ
爲
メ
ニ
ス

ル
財
産
移
轉
ニ
關
ス
ル
契
約
」
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
の
謂
い
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
当
事
者
」
か
ら
「
聴
取
シ

タ
ル
陳
述
」
を
「
録
取
」
し
た
も
の
と
し

て
、次
の
様
な
三
ケ
條
か
ら
成
る
「
本
旨
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
公
布
の

法
律
第
二
百
七
十
號「
私
立
学
校
法
」（『
官

報
』
号
外
〔
第
百
四
十
四
號
〕
昭
和
二
十

四
年
十
二
月
十
五
日
発
行
に
掲
載
）の「
附

則
第
三
項
の
規
定
」
に
よ
り
「
財
団
法
人
」

の
私
立
学
校
が「
組
織
を
変
更
」し
て「
学

校
法
人
」
と
な
る
事
を
認
可
さ
れ
る
ま
で

は
（
昭
和
二
十
六
年
四
月
十
八
日
の
「
文

部
省
告
示
第
十
一
号
」
昭
和
二
十
六
年
四

月
十
八
日
発
行
『
官
報
』
第
七
千
二
百
八

十
号
掲
載
）、
私
立
学
校
は
財
団
法
人
に

　
「
第
参
條
」
は
「
本
契
約
ニ
ヨ
リ
移
轉

ス
ヘ
キ
財
産
權
左
ノ
如
シ
」
と
定
め
ら
れ
、

「
第
壹
．
土
地
」
は
「
大
阪
府
中
河
内
郡

彌
刀
村
大
字
小
若
江
」
の
「
小
計
拾
四
筆

　

五
千
五
拾
四
坪
」、「
同
府
同
郡
小
阪
町

大
字
上
小
阪
」
の
拾
五
筆
「
小
計
壹
千
貮

拾
坪
」
の
「
總
計
六
千
七
拾
四
坪
」
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
。「
第
貮
．
建
物
」
は
「
右

敷
地
上
ニ
建
設
在
之
」
と
し
て
、「
建
坪

延
参
百
参
坪
」
の
「
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

参
階
建
校
舎
壹
棟
」、「
建
坪
延
百
五
拾
坪
」

の
「
木
造
瓦
葺
貮
階
建
校
舎
壹
棟
」、「
建

坪
貮
百
六
拾
七
坪
」
の
「
木
造
瓦
葺
平
建

校
舎
壹
棟
」、「
建
坪
壹
百
坪
」
の
「
木
造

瓦
葺
平
建
講
堂
壹
棟
」、「
建
坪
延
百
拾
参

坪
五
合
八
勺
」
の
「
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
参
階
建
校
舎
壹
棟
」、「
建
坪
拾
坪
五
合
」

の
「
木
造
ス
レ
ー
ト
瓦
平
屋
建
校
舎
附
属

便
所
」
が
列
挙
さ
れ
、
更
に
「
右
建
物
内

外
ニ
備
附
在
之
什
器
々
具
等
ノ
備
品
壹
切

有
姿
ノ
マ
ゝ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
本
旨
外
ノ
事
項
」
と
し
て
「
當
事
者
」
が
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
萬
五
拾
六
號

　
　

教
育
ヲ
目
的
ト
ス
ル
財
團
法
人
設
立
ノ
爲
メ
ニ

　
　

ス
ル
財
産
移
轉
ニ
關
ス
ル
契
約
公
正
證
書
謄
本

　

昭
和
拾
壹
年
拾
壹
月
参
拾
日
大
阪
地
方
裁
判
所
々
属

　

大
阪
市
南
區
八
幡
町
九
番
地
公
證
人
竹
井
小
野
右
衛

　

門
役
場
ニ
於
テ
本
證
末
記
當
事
者
間
ノ
契
約
ニ
付
キ

　

本
職
ハ
證
書
作
成
ノ
嘱
託
ヲ
受
ケ
其
聴
取
シ
タ
ル
陳

　

述
ヲ
録
取
ス
ル
事
左
ノ
如
シ

　

第
壹
條　

當
事
者
日
本
大
學
代
表
者
理
事
山
岡
萬
之

　

助
ハ
大
阪
日
本
大
學
學
園
ハ
其
創
設
ニ
當
リ
全
ク
獨

　

立
ノ
計
算
ヲ
以
テ
設
立
シ
日
本
大
學
財
團
ヨ
リ
別
段

　

ノ
援
助
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
将
来
獨
立
財
團
ト

　

爲
ス
ヘ
ク
茲
ニ
理
事
會
ニ
於
テ
決
議
シ
更
ニ
該
決
議

　

ニ
基
キ
其
手
續
ヲ
執
ル
ヘ
キ
決
議
ヲ
昭
和
拾
壹
年
拾

　

壹
月
貮
拾
日
理
事
會
ニ
於
テ
爲
シ
タ
リ

　

依
テ
財
團
法
人
日
本
大
學
ハ
大
阪
日
本
大
學
學
園
ニ

　

属
ス
ル
第
参
條
記
載
ノ
財
産
全
部
ヲ
分
離
シ
新
ニ
教

　

育
ヲ
目
的
ト
ス
ル
財
團
法
人
設
立
ノ
爲
メ
本
日
其
所

　

有
權
其
他
ノ
財
産
權
ヲ
日
本
大
學
専
門
學
校
長
ニ
シ

　

テ
大
阪
日
本
大
學
學
園
管
理
者
タ
ル
小
野
村
胤
敏
ニ

　

移
轉
シ
且
占
有
ノ
引
渡
ヲ
了
シ
タ
リ

　

第
貮
條　

日
本
大
學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本

　

大
學
學
園
管
理
者
タ
ル
當
事
者
小
野
村
胤
敏
ハ
前
條

　

事
實
ヲ
承
認
ノ
上
之
カ
所
有
權
其
他
ノ
財
産
權
ノ
移

　

轉
並
ニ
占
有
ノ
引
渡
ヲ
受
ケ
今
後
遅
滞
ナ
ク
右
財
産

　

ヲ
基
礎
ト
シ
テ
其
目
的
ニ
副
フ
財
團
法
人
設
立
ノ
寄

　

附
行
爲
ヲ
爲
シ
以
テ
之
カ
認
可
申
請
ノ
手
續
ヲ
執
ル

　

モ
ノ
ト
ス

　

東
京
市
神
田
區
三
崎
町
貮
丁
目
参
拾
貮

　

番
地

　

當
事
者　
　
　
　

日　

本　

大　

學

　

同
所
同
番
地
大
學
總
長

　

同
大
學
代
表
者
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

岡　

萬　

之　

助

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
九
年
四
月
拾
壹
日
生

　

大
阪
市
西
區
土
佐
堀
通
壹
丁
目
八
番
地

　

中
學
校
長

　

右
代
理
人　
　
　

深　

川　

重　

義　

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
拾
五
年
七
月
四
日
生

　

同
市
東
區
博
勞
町
貮
丁
目
六
拾
八
番
地

　

専
門
學
校
長

　

當
事
者　
　
　
　

小　

野　

村　

胤　

敏　

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
参
拾
年
九
月
拾
貮
日
生
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日
本
大
學
「
總
長
」「
代
表
者
理
事
」

山
岡
萬
之
助
（
そ
の
「
代
理
人
」
で
「
中

學
校
長
」の
深
川
重
義
）と「
専
門
學
校
長
」

小
野
村
胤
敏
を
「
當
事
者
」
と
す
る
「
教

育
ヲ
目
的
ト
ス
ル
財
團
法
人
設
立
ノ
爲
メ

ニ
ス
ル
財
産
移
轉
ニ
關
ス
ル
契
約
」
の
内

容
は
、
纏
め
直
す
と
次
の
様
に
な
ろ
う
。

　
「
昭
和
拾
壹
年
拾
壹
月
貮
拾
日
」
の
日
本

大
學
の
「
理
事
會
」
決
議
に
従
っ
て
、「
當

事
者
日
本
大
學
代
表
者
理
事
山
岡
萬
之
助
」

は
、
独
立
経
営
の
財
團
法
人
「
大
阪
日
本

大
學
學
園
」
の
「
創
設
」
の
為
に
、
大
阪

日
本
大
學
學
園
に
属
す
る
「
全
財
産
」
を

「
日
本
大
學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本

大
學
學
園
管
理
者
タ
ル
小
野
村
胤
敏
ニ
移

轉
シ
且
占
有
ノ
引
渡
」
を
為
し
、「
日
本
大

學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本
大
學
學

園
管
理
者
タ
ル
當
事
者
小
野
村
胤
敏
」
は

そ
れ
を
「
承
認
ノ
上
之
カ
所
有
權
其
他
ノ

財
産
權
ノ
移
轉
並
ニ
占
有
ノ
引
渡
ヲ
受
ケ
」

て
そ
れ
に
基
く
「
財
團
法
人
設
立
ノ
寄
附

行
爲
」
を
し
て
「
認
可
申
請
ノ
手
續
ヲ
執

ル
」
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
財
團

法
人
設
立
の
為
に
「
當
事
者
日
本
大
學
代

表
者
理
事
山
岡
萬
之
助
」
か
ら
「
日
本
大

學
専
門
學
校
長
ニ
シ
テ
大
阪
日
本
大
學
學

園
管
理
者
タ
ル
當
事
者
小
野
村
胤
敏
」
が

「
所
有
権
」「
財
産
権
」
の
「
移
轉
」「
占
有

ノ
引
渡
」
を
受
け
る
「
全
財
産
」
と
し
て

は
、「
大
阪
府
中
河
内
郡
彌
刀
村
大
字
小
若

江
」
の
「
小
計
拾
四
筆　

五
千
五
拾
四
坪
」、

「
同
府
同
郡
小
阪
町
大
字
上
小
阪
」
の
拾
五

筆
「
小
計
壹
千
貮
拾
坪
」
の
「
總
計
六
千

七
拾
四
坪
」
の
「
土
地
」、
そ
こ
に
建
設
さ

れ
て
い
る
「
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
校
舎

貮
棟
、「
木
造
瓦
葺
」
校
舎
貮
棟
、「
木
造
瓦

葺
」
講
堂
壹
棟
、「
木
造
ス
レ
ー
ト
瓦
平
屋

建
校
舎
附
属
便
所
」
が
列
挙
さ
れ
、
更
に

「
備
附
在
之
什
器
々
具
等
ノ
備
品
壹
切
」
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の「
公
正
證
書
」

の
末
尾
に
は
、「
列
席
」
及
び
「
承
認
」
し

た
と
し
て
、
深
川
重
義
と
小
野
村
胤
敏
が

署
名
・
捺
印
し
て
い
る
事
か
ら
も
、
実
際

に
は
こ
の
両
者
が
こ
の
「
證
書
作
成
」
の

為
に
「
陳
述
」
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
山
岡
萬
之

助
先
生
を
経
営
上
の
中
心
と
し
た
日
本
大

學
側
は
日
本
大
學
専
門
學
校
設
立
直
後
の

大
正
十
五
年
に
は
、
同
大
學
に
財
政
的
ダ

メ
ー
ジ
及
ば
な
い
よ
う
に
、「
大
阪
日
本

大
學
財
團
」
と
し
て
一
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
元
に
独
立
的
に
経
営
せ
し
め
る
方
針

を
固
め
て
お
り
、
昭
和
十
一
年
に
財
團
法

人
の
「
創
設
」
の
為
に
同
校
の
新
校
長
小

野
村
胤
敏
先
生
に「
大
阪
日
本
大
學
學
園
」

に
属
す
る
「
財
産
全
部
」
の
「
所
有
権
其

ノ
他
財
産
権
」
の
移
転
を
し
た
と
い
う
事

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
昭
和
十
一
年
に
行
わ

れ
た
の
は
、
前
回
の
報
告
か
ら
明
白
な
如

く
同
専
門
學
校
の
設
立
時
か
ら
の
榊
原
坤

作
先
生
と
そ
の
協
力
者
深
川
重
義
の
運
営

が
こ
の
当
時
に
行
き
詰
り
、財
政
支
援（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
『
大
阪
専
門
學
校　

大

阪　

第
５
の
２
冊
』
の
第
二
文
書
「
日
本

大
學
専
門
學
校
校
舎
増
築
認
可
」
附
属
文

書
に
よ
れ
ば
、「
日
本
大
學
専
門
學
校
校

舎
建
設
資
金
」と
し
て
の「
貮
萬
圓
」寄
附
）

し
た
小
野
村
胤
敏
先
生
が
同
専
門
學
校
校

長
に
就
任
し
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
二
日
発
行

の
『
官
報
』
第
二
千
九
百
六
十
號
掲
載
の

「
文
部
省
告
示
第
三
百
五
十
號
」（
昭
和
十

一
年
十
一
月
十
二
日
）
に
「
大
阪
府
中
河

内
郡
彌
刀
村
ニ
設
置
セ
ル
日
本
大
學
大
阪

中
學
校
ノ
位
置
ヲ
昭
和
十
一
年
十
一
月
ヨ

リ
大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
區
ニ
変
更
ノ
件

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
日
認
可
セ
リ
」
と

あ
る
様
に
、
深
川
重
義
が
事
実
上
創
設
し

て
校
長
を
務
め
て
い
た
日
本
大
學
大
阪
中

學
校
が
移
転
し
た
事
も
、
前
述
の
事
と
関

連
し
て
い
る
の
は
、
此
処
で
今
更
喋
々
と

謂
う
を
俟
た
な
い
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

追
記

　

本
報
告
で
掲
げ
て
い
る
『
官
報
』
は
何

れ
も
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

　

近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は
「
先
生
」
と

し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士
に
つ
い
て
は

敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
は
諒

と
さ
れ
た
い
。

学
外
訪
問
調
査

学
校
法
人
西
南
学
院

　

西
南
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
報
告

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い

る
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
訪
問
調
査
と

し
て
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
に
西
南

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ

ン
タ
ー
）
に
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
に
は
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
で
あ

る
前
田
誠
史
氏
（
調
査
当
時
）
と
同
調
査

役
の
篠
田
裕
俊
氏
（
調
査
当
時
）、
同
主

幹
の
世
戸
口
尚
英
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
調
査
担
当
は
教
職
教
育
部
の

冨
岡
勝
教
授
と
九
州
短
期
大
学
の
三
木
一

司
准
教
授
（
共
に
建
学
史
料
室
研
究
員
）、

建
学
史
料
室
室
員
（
調
査
当
時
）
の
木
村

道
子
、
そ
し
て
報
告
者
の
四
名
で
あ
っ
た
。

調
査
内
容
は
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯

と
組
織
形
態
、
活
動
内
容
を
中
心
と
し
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
聞
き
取
り
を
行
う
中

で
随
時
伺
う
と
い
う
形
式
で
行
っ
た
。

　

西
南
学
院
は
米
国
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派

宣
教
師
の
Ｃ
．
Ｋ
．
ド
ー
ジ
ャ
ー
が
創
立

者
と
な
り
、
一
九
一
六
年
に
福
岡
市
初
の

そ
し
て
、
こ
の
「
公
正
證
書
」
の
末
尾
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
列
席
者
ニ
讀
聞
カ
セ
タ
ル
處
一
同
之
ヲ
承
認
シ
各

　

自
左
ニ
署
名
捺
印
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

川　

重　

義　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　

村　

胤　

敏　

㊞

　

本
證
書
ハ
昭
和
拾
壹
年
拾
壹
月
参
拾
日
法
定
ノ
方
式

　

ニ
従
ヒ
テ
作
成
ス
依
テ
左
ニ
署
名
捺
印
ス
ル
モ
ノ
也

　
　
　
　

大
阪
地
方
裁
判
所
々
属

　
　
　
　

大
阪
市
南
區
八
幡
町
九
番
地

　
　
　
　
　

公
證
人　
　

竹　

井　

小　

野　

右　

衛　

門　

印


